














































































3－63－   
以上，ヨーロッパ調査での3つの例をあげた。こ
うした調査の後には岐阜や東京等で頻繁に報告会を
開催し，それに基づいて，「学会発表をしましょう。
研究費をもらっている以上義務だから。」という展
開になった。1990年代後半から2000年代前半にか
けて，日本地理学会大会でシンポジウムを2回開催
し，また一般発表も毎年のように実施した。さらに
は岐阜県図書館でも講演会を開催した。もちろん，
小林先生は単独でも IGU の農村地理学グループで
頻繁に発表されていた。このように，現地での調査
を素早く研究の公開に結びつける小林先生の姿勢
は，ものぐさな筆者には大いに刺激になった。
小林先生による本格的研究の出発点は，ドイツに
おける農業・農村の研究であろう。大学院生時代の
留学後も何度かドイツに滞在され，ドイツに対しての小林先生の「思い」は，非常に強かったのではないか
と推測される。ところが，1989年に東欧革命が生じると，東西ドイツの統一を契機として国内に変革がみ
られるようになり，さらにはより東に位置する地域を，研究対象として興味深く認識されるようになった
のであろう。また見習うべきは，頻繁に中央・東ヨーロッパへ現地調査に向かわれる小林先生のフットワー
クの軽さである。現在，東欧革命から20年以上が経過し，中央・東ヨーロッパの変化も新しい局面を迎え
ている。共通通貨ユーロが導入されないなどの問題も山積している。小林先生は，こうした点に関する調
査をわれわれ後進に託したのだろうか。
ドイツ，もしくはヨーロッパに関する地理学研究の第一人者であった小林先生の訃報に筆者が接したの
は，ケルンでの IGC 参加直前に訪問したインスブルック滞在中であった。小林先生とヨーロッパに関し
て共同研究を経験した多くの地理学者も，筆者同様にヨーロッパに滞在していたという。小林先生とドイ
ツやヨーロッパとを結びつける何らかの力が作用したように思えてならない。
小林先生は授業の一環で，何度か学部学生を引率してドイツ巡検を実施していた。聞くところによると
さまざまなトラブルもあったらしいが，学生が海外に興味をもつ良い機会となったことは間違いない。た
とえば，その巡検履修者で筑波大学大学院に進学した院生2名（伊藤文彬氏，木村昌司氏）は，いずれも頻
繁に海外を訪れている。海外巡検の効果を実感するとともに，小林先生が企画・主催されたアイディアを
生かして，多くの大学の地理学関係コースでこうした海外巡検を実施すべく検討する時期がきているので
あろう。後進の指導という点では，日本地理学会に多額の寄付をされ，ヨーロッパ研究を志す若手研究者
に対して「小林浩二研究助成」を設立されたことも特筆される。
ヨーロッパ，とくに中央ヨーロッパに関する地理学研究や後進の教育に多大な足跡を残された小林浩二
先生に対して，先生の学恩に心から感謝の意を表するとともに，ここに謹んでご冥福をお祈りいたします。
 （呉羽正昭）
写真３　ルカル（サティック地区）での草刈り体験
　道ばたで草刈りをしていた現地の高齢者からの指導
で，草刈り体験をする小林先生。カルパティア山地では
畜産が主体で，干し草生産のために依然として鎌が利用
されている。
 （2008年7月撮影）
